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Ⅰ．はじめに
手塚治虫の〈新しさ〉の一つとして、読者に対する意識の違いが、しばしば挙げられてきた。

たとえば『新宝島』を論じる西上ハルオは、「これまでのマンガ」においては、「ある人は教育者

の立場にたち、ある人はパパの立場にたって考え、兄さん気取りの人も存在する」が、「要するに、

みんな与える立場でものを考えて」いたのであり、一方「『新宝島』には、それがまるでない」

と述べる。「提供者と、受取った側との同時性があり、両者には差がなかった」のであり、読者

がそれを感じ取ったことが、「『新宝島』がベストセラーになった、いちばんの理由だと思う」と

いうのである（註１）。

ここで西上が「与える立場」として挙げているのは、「教育者」と「パパ」と「兄さん」である。

子供読者を単なる「消費者」と考える立場の者、本が売れるかどうかにしか関心がなく、それが

子供に何を「与え」ていることになるのかにはさして関心を払わないような存在は含まれていな

い。「教育者」と「パパ」と「兄さん」の立場から「ものを考え」るとは、即ち何らかの形でそ

こに広い意味での「教育的」な配慮が存在することを意味するだろう。

だが果たして、手塚治虫以前の、すなわち戦前戦中の、子供向け物語漫画は、その始まりから

すでに、西上が言うような意味で「与える立場でものを考えて」作られていたのだろうか。

実際には、「のらくろ」（田河水泡、『少年倶楽部』昭和６＝ 1931 年１月号～昭和 16 ＝ 1941 年

10 月号）のヒットをきっかけにした子供向け物語漫画のブームにおいて生み出された作品群に

対して、「与える立場」からの配慮が足りないことを「問題」視する教育関係者からの議論が起

こり、これに応ずる形で、このジャンルに「教育的」な配慮が導入されていった経緯がある（宮

本 2003、宮本 2004）。

『少年倶楽部』誌で「のらくろ」や「冒険ダン吉」（島田啓三、昭和８＝ 1933 年６月号～昭和

14 ＝ 1939 年７月号）を連載していた大日本雄弁会講談社が刊行していた『講談社の絵本』は、

こうした「教育的」配慮の導入を積極的に行なっていった媒体の一つであり、そこでは知育、徳

育、体育のうち、徳育に相当する性格を持った漫画が試みられ、洗練されていった。本稿は、そ
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の試みと洗練の過程を明らかにしようとするものである。

Ⅱ．『講談社の絵本』の概容と先行研究
『講談社の絵本』は、大日本雄弁会講談社が昭和 11（1936）年 12 月から毎月４点のペースで

刊行し始めた絵本叢書である。

『少年倶楽部』編集長であった加藤謙一がその創刊の準備に当たり、昭和戦前戦中期の講談社

の新企画としては最も大きなものの一つである。その大規模な宣伝戦略については、出版・流通

史を語る書物でもしばしば触れられている（橋本 1964，pp.396-398、松本 1981，pp.99-101 など）。

昭和 13（1938）年３月に第三種郵便物の認可を受け、以後、法的には出版法ではなく新聞紙法

の適用を受ける逐次刊行物となった。昭和 17（1942）年４月刊行の『講談社の絵本・クヂラノ

タビ』まで全 203 巻を刊行した後、『コドモエバナシ』と改題し巻号を引き継いで昭和 19（1944）

年３月まで月刊誌として存続した。

この『講談社の絵本』には、毎月１点ずつ、漫画中心の巻が含まれており、『講談社の絵本・

漫画と武勇絵話』など、「漫画」の語を含む表題を付けられていた。創刊当初はほとんどが読み

切り作品であったが、創刊時から連載されていた島田啓三の「キバツ三勇士」（昭和 11 年 12 月

～昭和 13 年１月）のほか、田河水泡「玩太郎日記」（昭和 12 年７月～昭和 13 年５月）、中野正

治「チビワン突貫兵」（昭和 12 年 11 月～昭和 15 年 6 月）、新関けんの介「虎ノ子トラチャン」（昭

和 13 年３月～昭和 16 年８月）、芳賀まさを「カバサン」（昭和 13 年４月～昭和 16 年８月）など

の作品が連載されるようになる。

『講談社の絵本』の創刊当時の発行部数については、講談社にも正確な記録がないらしく、社

史でも 35 万部と 40 万部の二説があるとされている（講談社社史編纂室編 2010,p.200）。発行部数

は巻ごとに異なると考えられ、特に漫画の巻の具体的な発行部数は、社史等にも記載がない。し

かし、創刊時の部数を踏まえると、漫画の巻も少なくとも毎月数万部が発行されていたのではな

いかと推測できる。

講談社は、『少年倶楽部』『少女俱楽部』より下の年齢層を対象とした雑誌として『幼年倶楽部』

を発行していたが、『講談社の絵本』は、『幼年倶楽部』よりさらに下の年齢層を中心的な読者層

として狙っていたとされる（講談社社史編纂室編 2010, pp.186-188）。しかしながら、内容から見

る限り、漫画の巻については、『幼年倶楽部』と同程度、すなわち小学校中学年程度までを視野

に入れていたものと見られる。

Ｂ５判全 100 頁前後のうち 60 頁前後を、連載作品２、３点を含む十数点（各１～ 12 頁）の漫

画作品が占め、その大半は三色刷り、残りも二色刷りという体裁である。当時の主要少年少女雑

誌における漫画掲載頁の比率は全頁数の 10％程度であることを考えると（宮本 2017、宮本

2019）、『講談社の絵本』は、事実上、昭和戦前戦中期最大の月刊漫画誌としての性格を持ってお

り、その存在は当時の子供向け物語漫画ジャンルの中で極めて大きいものだったと考えられる。

しかしながら、これまで漫画史の研究においては、昭和戦前・戦中期の子供漫画を扱ったムッ
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クや展覧会で簡潔に紹介されるにとどまり、まとまった研究がなされていない（註２）。

絵本史研究においては、『講談社の絵本』の全容についてのまとまった学術的成果として、阿

部（2011）がある。阿部は『講談社の絵本』を「偉人伝絵本」「お伽話絵本」「知識絵本」「軍事

絵本」「漫画絵本」の五つに分類し、「漫画絵本」についてはこの 5 分類の中で最も多くの点数が

発行されたことを指摘している。

「漫画絵本」の内容については、「ほとんどの漫画が、どのような子が優等生になれるかを読者

に教えているような内容でそろえている」（p.91）としつつも、実際には、「どのような子が優等

生になれるかを読者に教えているような内容」が具体的にどのようなものかより、掲載作品群に

いかに「戦争の影」が反映されていくかに関心が集中した記述になっており、作品評価も戦時色

の有無を評価の是非に直結させる短絡的なものになっている。当時の子供向け物語漫画全般の状

況についても、漫画研究の蓄積に視野が及んでいないため、漫画史における『講談社の絵本』の

漫画の巻の位置づけという点で不十分と言わざるを得ない。

阿部も強調するように、創刊から昭和 14 年１月刊行分までの『講談社の絵本』には、「子供が

良くなる」という角書きが付けられており、これは漫画の巻も同様である。すなわち、漫画であ

りながら「子供が良くなる」のキャッチフレーズに、少なくとも反することのないものであるこ

とを目指していたと考えられる。

教育論壇において、子供向け物語漫画の隆盛が「問題」とされるようになって来たのは、ちょ

うど『講談社の絵本』創刊直前の時期であり（宮本 2003）、創業者野間清治をはじめ、先にふれ

た加藤謙一など、元・教師が社の中枢を担っていた講談社は、こうした動向に敏感に反応し、み

ずから「教育的」な配慮を漫画に取り入れようとしていたと見られる。昭和 10 年１月号から『少

年倶楽部』に連載された中島菊夫「日の丸旗之介」などはその最初の成功例と考えられるが（宮

本 2018）、『講談社の絵本』掲載の作品群は、一連の講談社流「子供が良くなる」「教育的」な漫

画の洗練過程を示すものと言えるのである。

例えば、多くの講談社社員への取材に基づいて昭和 19 年に出された『野間清治傳』には以下

のような記述がある。

漫畫ものについては、當時俗惡漫畫の氾濫が甚しく、純眞なる幼少年を毒するものの多いの

に鑑み、「（講談社の）繪本」は重點を教育的意圖に置き、單なる娯樂に捉はるゝこと無く、児

童漫畫の淨化に大きな役割を演じた。（中村 1944, p.680。（）内筆者補足）

この記述は、後で触れる「児童読物改善に関する指示要綱」（昭和 13 年 10 月）通達後の児童

読物統制を踏まえた「後付け」としての性格もある可能性があるが、当時の漫画出版ブームとそ

の問題視を前提として、商品の差別化戦略としてもその「教育的意図」があったことは間違いな

いと思われる。

本稿では、漫画の巻全てについて閲覧調査を行い、質と量の両面から『講談社の絵本』が言う
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ところの「子供が良くなる」漫画の洗練過程を明らかにしていく。これによってこの時期の子供

漫画への教育的配慮の浸透のありようの一端を明らかにすることができると考える。

Ⅲ．「子供が良くなる」「教育的な漫画」としての〈徳育漫画〉
『講談社の絵本』において表題に「漫画」の語が含まれる巻は、昭和 16 年３月の『漫画と魔法

の烏』が最後となるが、『講談社の絵本』としての最終巻となる『クヂラノタビ』（昭和 17 年４月）

まで、ほぼ毎月、漫画が掲載される巻があった。本稿ではそれらも含めて「漫画の巻」として扱

い、分析の対象とする。

漫画の巻は、全部で 59 巻となり、掲載された漫画作品の点数は合計 742 点である。「漫画」と

みなすか否かの基準は次のようにした。すなわち、コマの内または外に文章が添えられていて物

語的連続性があるものについては、コマ割り、吹き出し、絵柄（略画）のいずれか２つが満たさ

れていれば漫画とみなし、物語的連続性がないものについては、講談社の雑誌において「漫景」

と呼ばれていた、パノラマ的大画面で様々な人物・動物が同時に様々な言動をしているものは漫

画とし、それ以外は「漫画」と銘打たれていない限り漫画とはみなさないこととした。

後で詳しく述べるように、『講談社の絵本』には毎号教育家や政治家や軍人による推薦文が掲

載されており、その推薦の言葉の中には「教育的」の一語が頻出し、「教育的な漫画」というフレー

ズも見られる。ここで確認しておくべきは、「教育」を、「知育」、「体育」、「徳育」の三つの局面

に分けた場合、『講談社の絵本』における「教育的な漫画」は、その大半が「徳育」にねらいを

特化した、〈徳育漫画〉とも言うべき作品群であったということである。今日の「学習漫画」は、

上の分け方に従えば〈知育漫画〉ということになる。

本稿ではまず、『講談社の絵本』掲載の漫画作品を、徳育的な要素がはっきり含まれているも

のを〈徳育漫画〉、知育的な要素がはっきり含まれているものを〈知育漫画〉、それ以外を「その

他」と、大きく三つに分けた。各巻におけるその点数の内訳が分かるように示した積み上げ式の

グラフが図１である。

3 
 

るゝこと無く、児童漫畫の淨化に大きな役割を演じた。（中村 1944, p.680。（）内筆

者補足）  
 
 この記述は、後で触れる「児童読物改善に関する指示要綱」（昭和 13 年 10 月）通達

後の児童読物統制を踏まえた「後付け」としての性格もある可能性があるが、当時の漫

画出版ブームとその問題視を前提として、商品の差別化戦略としてもその「教育的意図」

があったことは間違いないと思われる。  
 本稿では、漫画の巻全てについて閲覧調査を行い、質と量の両面から『講談社の絵本』

が言うところの「子供が良くなる」漫画の洗練過程を明らかにしていく。これによって

この時期の子供漫画への教育的配慮の浸透のありようの一端を明らかにすることができ

ると考える。  
 
Ⅲ．「子供が良くなる」「教育的な漫画」としての〈徳育漫画〉  
 『講談社の絵本』において表題に「漫画」の語が含まれる巻は、昭和 16 年 3 月の『漫

画と魔法の烏』が最後となるが、『講談社の絵本』としての最終巻となる『クヂラノタビ』

（昭和 17 年 4 月）まで、ほぼ毎月、漫画が掲載される巻があった。本稿ではそれらも

含めて「漫画の巻」として扱い、分析の対象とする。  
 漫画の巻は、全部で 59 巻となり、掲載された漫画作品の点数は合計 742 点である。

「漫画」とみなすか否かの基準は次のようにした。すなわち、コマの内または外に文章

が添えられていて物語的連続性があるものについては、コマ割り、吹き出し、絵柄（略

画）のいずれか２つが満たされていれば漫画とみなし、物語的連続性がないものについ

ては、講談社の雑誌において「漫景」と呼ばれていた、パノラマ的大画面で様々な人物・

動物が同時に様々な言動をしているものは漫画とし、それ以外は「漫画」と銘打たれて

いない限り漫画とはみなさないこととした。  
 後で詳しく述べるように、『講談社の絵本』には毎号教育家や政治家や軍人による推薦

文が掲載されており、その推薦の言葉の中には「教育的」の一語が頻出し、「教育的な漫

画」というフレーズも見られる。ここで確認しておくべきは、「教育」を、「知育」、「体

育」、「徳育」の三つの局面に分けた場合、『講談社の絵本』における「教育的な漫画」は、

その大半が「徳育」にねらいを特化した、〈徳育漫画〉とも言うべき作品群であったとい

うことである。今日の「学習漫画」は、上の分け方に従えば〈知育漫画〉ということに

なる。  
 本稿ではまず、『講談社の絵本』掲載の漫画作品を、徳育的な要素がはっきり含まれて

いるものを〈徳育漫画〉、知育的な要素がはっきり含まれているものを〈知育漫画〉、そ

れ以外を「その他」と、大きく三つに分けた。各巻におけるその点数の内訳が分かるよ

うに示した積み上げ式のグラフが図 1 である。  

 
 全体を合計すると、徳育漫画が 485 点、知育漫画が 37 点、その他が 220 点となり、

時期的推移を見ると、一貫して徳育漫画の方が過半数を占めており、昭和 14 年 5 月あ

たりからはその他の比率が減少し、知育漫画が若干数を増やしている。  
 さらに詳細に内訳をみると、昭和 14 年 4 月あたりまでは、2～3 点の連載作品と、9

全体を合計すると、徳育漫画が 485 点、知育漫画が 37 点、その他が 220 点となり、時期的推

移を見ると、一貫して徳育漫画の方が過半数を占めており、昭和 14 年５月あたりからはその他
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の比率が減少し、知育漫画が若干数を増やしている。

さらに詳細に内訳をみると、昭和 14 年４月あたりまでは、２～３点の連載作品と、９～ 13 点

程度の読切作品で構成され、連載作品には１回あたり４頁～ 12 頁程度、読切作品には１点あた

り１～６頁の紙面が与えられていた。連載・読切合わせて 12 ～ 17 点程度のこれらの作品の内、

毎号６点～９点程度の作品が徳育漫画であった。

このように、〈徳育漫画〉作品群を、毎号、少なくとも過半数、多い場合はほぼ全てを占める

という高い比率で量産したところに、『講談社の絵本』という媒体の、同時代の諸媒体と比較し

たときの際立った特徴がある。

また、『講談社の絵本』のもう一つの特徴として、単に〈徳育漫画〉を量産しただけでなく、

その中で、それまでにも試みられてはいたものの成功例のなかった、子供＝読者がごく日常的に

経験しうる状況の中で当の子供が学ぶべき道徳的な規範を示した作品を、子供＝読者にある程度

受け入れられる娯楽性を兼ね備えた形で、様式的に確立したという事実が挙げられる。

単に何らかの道徳的教訓を含んだ作品群と言っても、勧善懲悪の論理に基づいて、少年剣士が

山賊を懲らしめるとか、豆探偵が泥棒を捕まえるといった、子供＝読者が日常的には経験しがた

い状況を描いた作品は、『講談社の絵本』以前にも多く存在する。そうしたものとは違う、子供

＝読者自身が自分の日常生活の中で取るべき道徳的振る舞いや知っておくべき道徳的規範を示し

た作品群が多く含まれていることこそ、『講談社の絵本』の「子供が良くなる」「教育的な漫画」

としての〈徳育漫画〉を特徴付けるものなのである。

図２、３は、〈徳育漫画〉485 点と、〈知育漫画〉のうち、徳育的要素も含む「知育・徳育複合型」

とした 17 点を合わせた計 502 点の作品について、舞台が（当時の）現代日本か否か、登場キャ

ラクターたちが置かれている状況がその世界における日常か非日常かによって作品を分類して集

計した結果である。実数値と比率をそれぞれグラフ化した。現代日本を舞台に日常の状況を描い

たものが過半数を占めることが分かる。

4 
 

～13 点程度の読切作品で構成され、連載作品には 1 回あたり 4 頁～12 頁程度、読切作

品には 1 点あたり 1～6 頁の紙面が与えられていた。連載・読切合わせて 12～17 点程度

のこれらの作品の内、毎号 6 点～9 点程度の作品が徳育漫画であった。  
 このように、〈徳育漫画〉作品群を、毎号、少なくとも過半数、多い場合はほぼ全てを

占めるという高い比率で量産したところに、『講談社の絵本』という媒体の、同時代の諸

媒体と比較したときの際立った特徴がある。  
 また、『講談社の絵本』のもう一つの特徴として、単に〈徳育漫画〉を量産しただけで

なく、その中で、それまでにも試みられてはいたものの成功例のなかった、子供＝読者

がごく日常的に経験しうる状況の中で当の子供が学ぶべき道徳的な規範を示した作品を、

子供＝読者にある程度受け入れられる娯楽性を兼ね備えた形で、様式的に確立したとい

う事実が挙げられる。  
 単に何らかの道徳的教訓を含んだ作品群と言っても、勧善懲悪の論理に基づいて、少

年剣士が山賊を懲らしめるとか、豆探偵が泥棒を捕まえるといった、子供＝読者が日常

的には経験しがたい状況を描いた作品は、『講談社の絵本』以前にも多く存在する。そう

したものとは違う、子供＝読者自身が自分の日常生活の中で取るべき道徳的振る舞いや

知っておくべき道徳的規範を示した作品群が多く含まれていることこそ、『講談社の絵

本』の「子供が良くなる」「教育的な漫画」としての〈徳育漫画〉を特徴付けるものなの

である。  
 図 2、3 は、〈徳育漫画〉485 点と、〈知育漫画〉のうち、徳育的要素も含む「知育・

徳育複合型」とした 17 点を合わせた計 502 点の作品について、舞台が（当時の）現代

日本か否か、登場キャラクターたちが置かれている状況がその世界における日常か非日

常かによって作品を分類して集計した結果である。実数値と比率をそれぞれグラフ化し

た。現代日本を舞台に日常の状況を描いたものが過半数を占めることが分かる。  
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5 
 

 
 以下、この〈徳育漫画〉をさらに複数の類型に分け、その洗練過程を質・量の両面か

ら見ていく。  
 
Ⅳ．〈徳育漫画〉の３分類とその洗練過程  
 〈徳育漫画〉は、「悪行訓戒」型と「善行奨励」型、およびその複合型としての「悪行

善行複合」型の、三つの類型に分けることができる。これら３類型は、さらに「悪行訓

戒・懲罰強調」型と「悪行訓戒・懲罰非強調」型、「善行奨励・善行報奨」型と「善行奨

励・善行提示」型、「悪行善行複合・報奨訓戒強調」型と「悪行善行複合・報奨訓戒非強

調」型に分けることができる。  
 図 4～6 は、これらそれぞれに該当する作品の点数の時期的推移を示したものである。

以下、この分類と量的なデータを参照しつつ、『講談社の絵本』における〈徳育漫画〉の

洗練過程を見ていく。  

 

以下、この〈徳育漫画〉をさらに複数の類型に分け、その洗練過程を質・量の両面から見てい

く。

Ⅳ．〈徳育漫画〉の３分類とその洗練過程
〈徳育漫画〉は、「悪行訓戒」型と「善行奨励」型、およびその複合型としての「悪行善行複合」

型の、三つの類型に分けることができる。これら３類型は、さらに「悪行訓戒・懲罰強調」型と

「悪行訓戒・懲罰非強調」型、「善行奨励・善行報奨」型と「善行奨励・善行提示」型、「悪行善

行複合・報奨訓戒強調」型と「悪行善行複合・報奨訓戒非強調」型に分けることができる。

図４～６は、これらそれぞれに該当する作品の点数の時期的推移を示したものである。以下、

この分類と量的なデータを参照しつつ、『講談社の絵本』における〈徳育漫画〉の洗練過程を見

ていく。
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ら見ていく。  
 
Ⅳ．〈徳育漫画〉の３分類とその洗練過程  
 〈徳育漫画〉は、「悪行訓戒」型と「善行奨励」型、およびその複合型としての「悪行

善行複合」型の、三つの類型に分けることができる。これら３類型は、さらに「悪行訓

戒・懲罰強調」型と「悪行訓戒・懲罰非強調」型、「善行奨励・善行報奨」型と「善行奨

励・善行提示」型、「悪行善行複合・報奨訓戒強調」型と「悪行善行複合・報奨訓戒非強

調」型に分けることができる。  
 図 4～6 は、これらそれぞれに該当する作品の点数の時期的推移を示したものである。

以下、この分類と量的なデータを参照しつつ、『講談社の絵本』における〈徳育漫画〉の

洗練過程を見ていく。  
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6 
 

 

 
１．初期形態  
 各類型ともに、点数の比率が変化する時期には若干のずれはあるものの、創刊から昭

和 13 年の中頃までは、悪いことをすれば懲罰に相当する何かを受け、善いことをすれ

ば報奨に相当する何かを得ることが、かなりあからさまに描かれている、「悪行訓戒・懲

罰強調」型、「善行奨励・善行報奨」型、「悪行善行複合・報奨訓戒強調」型が多い。以

下、類型ごとに作例を見ていく。  
 
（１）「悪行訓戒・懲罰強調」型  
 この類型の例は多いが、ここではまず、全 4 頁の読切作品、澤井一三郎「トンキチノ

シッパイ」（『漫画と絵話』昭和 12 年 5 月、図 7）を見る。  
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１．初期形態  
 各類型ともに、点数の比率が変化する時期には若干のずれはあるものの、創刊から昭

和 13 年の中頃までは、悪いことをすれば懲罰に相当する何かを受け、善いことをすれ

ば報奨に相当する何かを得ることが、かなりあからさまに描かれている、「悪行訓戒・懲

罰強調」型、「善行奨励・善行報奨」型、「悪行善行複合・報奨訓戒強調」型が多い。以

下、類型ごとに作例を見ていく。  
 
（１）「悪行訓戒・懲罰強調」型  
 この類型の例は多いが、ここではまず、全 4 頁の読切作品、澤井一三郎「トンキチノ

シッパイ」（『漫画と絵話』昭和 12 年 5 月、図 7）を見る。  

１．初期形態
各類型ともに、点数の比率が変化する時期には若干のずれはあるものの、創刊から昭和 13 年

の中頃までは、悪いことをすれば懲罰に相当する何かを受け、善いことをすれば報奨に相当する

何かを得ることが、かなりあからさまに描かれている、「悪行訓戒・懲罰強調」型、「善行奨励・

善行報奨」型、「悪行善行複合・報奨訓戒強調」型が多い。以下、類型ごとに作例を見ていく。

（１）「悪行訓戒・懲罰強調」型
この類型の例は多いが、ここではまず、全４頁の読切作品、澤井一三郎「トンキチノシッパイ」

（『漫画と絵話』昭和 12 年５月、図７）を見る。
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7 
 

 
 
 豚のトンキチは、家の庭の外へ出てはいけないと言う母親に対して、かくれんぼをし

たいからと母親をオニにして、そっと庭の外へ遊びに出てしまう。歩いて行くと、「オイ

シサウナモノ」があり、トンキチは誰のものかも確かめずに食べ始めてしまう。こうし

て母の言いつけを守らず、しかも母をだまして外出し、他人の者を勝手に食べるという、

三つのよくない行ないをしてしまったトンキチは、食べ物の主である牛に追いかけられ、

馬にぶつかり蹴飛ばされ、ペンキ塗り中の猿にぶつかり、ペンキまみれになる。その姿

を兎や狐にはやし立てられ、きまりが悪いと草むらに隠れていると、探しに来た母親の

声が聞こえてくる。喜んで草むらから飛び出すとペンキのせいでトンキチの体には草が

たくさん貼りついており、その姿を猪と見誤った母親は、あわてて逃げ出し、川にかか

った丸木橋を、そこを渡って追いかけてくるトンキチもろとも落としてしまう。川に落

ちて草がはがれたおかげで母親はトンキチだと気付き、おぼれる寸前でトンキチは助け

上げられる。最終コマでトンキチは「ヤッパリ／オカアサンノ／イヒツケヲ／マモレバ

／ヨカッタ」と言い、母親も「コレカラハ／ケッシテ／イタヅラ／シテハ／イケマセン

ヨ」と言う。  
 こうした、よくない行ない→バチがあたる、というあからさまな因果応報と、登場人

物自身による反省の表明という、きわめて明示的な形での「修身」的教訓物語としての

「悪行訓戒もの」が、『講談社の絵本』には多数掲載されている。因果応報の過程を、こ

の作品では、牛に追われる→馬に蹴られる→猿にぶつかる→ペンキをかぶる→草が体中

に貼りつく→母に間違えられる→川に落ちる、といった具合に、誇張された矢継ぎ早の

アクションの連鎖として、「面白く」見せる工夫を取っており、この工夫は、他の「悪行

訓戒もの」にも多く見られる。  
 因果応報の過程を面白く見せる工夫としては、他に、荒唐無稽なアイデアを中心にす

るものがある。例えば、明石精一「サヤウナラ手足」（『漫画と智恵くらべ』昭和 12 年 9
月）では、主人公の男の子が、手を洗うように言われているのに洗わないままバナナを

食べようとすると、汚い手で触られるのは嫌だとバナナが逃げ出し、とうとう地面に落

ちたバナナを今度は踏みつけたりしていると、黴菌だらけにされてはたまらない、と突

然男の子の手足がしゃべりだし、「ケフカギリ オヒマヲイタダキマス」と主人公に反乱

豚のトンキチは、家の庭の外へ出てはいけないと言う母親に対して、かくれんぼをしたいから

と母親をオニにして、そっと庭の外へ遊びに出てしまう。歩いて行くと、「オイシサウナモノ」

があり、トンキチは誰のものかも確かめずに食べ始めてしまう。こうして母の言いつけを守らず、

しかも母をだまして外出し、他人の者を勝手に食べるという、三つのよくない行ないをしてしまっ

たトンキチは、食べ物の主である牛に追いかけられ、馬にぶつかり蹴飛ばされ、ペンキ塗り中の

猿にぶつかり、ペンキまみれになる。その姿を兎や狐にはやし立てられ、きまりが悪いと草むら

に隠れていると、探しに来た母親の声が聞こえてくる。喜んで草むらから飛び出すとペンキのせ

いでトンキチの体には草がたくさん貼りついており、その姿を猪と見誤った母親は、あわてて逃

げ出し、川にかかった丸木橋を、そこを渡って追いかけてくるトンキチもろとも落としてしまう。

川に落ちて草がはがれたおかげで母親はトンキチだと気付き、おぼれる寸前でトンキチは助け上

げられる。最終コマでトンキチは「ヤッパリ／オカアサンノ／イヒツケヲ／マモレバ／ヨカッタ」

と言い、母親も「コレカラハ／ケッシテ／イタヅラ／シテハ／イケマセンヨ」と言う。

こうした、よくない行ない→バチがあたる、というあからさまな因果応報と、登場人物自身に

よる反省の表明という、きわめて明示的な形での「修身」的教訓物語としての「悪行訓戒もの」が、

『講談社の絵本』には多数掲載されている。因果応報の過程を、この作品では、牛に追われる→

馬に蹴られる→猿にぶつかる→ペンキをかぶる→草が体中に貼りつく→母に間違えられる→川に

落ちる、といった具合に、誇張された矢継ぎ早のアクションの連鎖として、「面白く」見せる工

夫を取っており、この工夫は、他の「悪行訓戒もの」にも多く見られる。

図７　澤井一三郎「トンキチノシッパイ」（『漫画と絵話』昭和 12年 5月）
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因果応報の過程を面白く見せる工夫としては、他に、荒唐無稽なアイデアを中心にするものが

ある。例えば、明石精一「サヤウナラ手足」（『漫画と智恵くらべ』昭和 12 年９月）では、主人

公の男の子が、手を洗うように言われているのに洗わないままバナナを食べようとすると、汚い

手で触られるのは嫌だとバナナが逃げ出し、とうとう地面に落ちたバナナを今度は踏みつけたり

していると、黴菌だらけにされてはたまらない、と突然男の子の手足がしゃべりだし、「ケフカ

ギリ　オヒマヲイタダキマス」と主人公に反乱する。

「トンキチノシッパイ」のように、ひとつの失敗が、連鎖的に次の失敗につながっていく過程を、

「面白く」見せる手法自体は、すでに田河水泡の「のらくろ」などにおいて洗練されていたもの

であったが、『講談社の絵本』における「悪行訓戒・懲罰強調」型の作品においては、①初めの「失

敗」が「過失」ではないことがほとんどであること、②『講談社の絵本』の〈徳育漫画〉全般に

言えることだが、主人公が置かれている状況が、読者である子供が、日常生活の中で遭遇しうる

ものであること、の２点において「のらくろ」とは異なる。

のらくろの場合、「失敗」は、ほとんどの場合、単なる過失であって、故意によるものではない。

叱られると分かっていながら、ついやってしまうという失敗の例は、炊事係として作ったものを

自分たちで全部食べてしまう、といったものばかりで、上官に怪我を負わせるといった、道徳的

に見てより重い意味を持つ失敗は、そのほとんどが、周囲からもたやすく理解できるほど無邪気

な「間抜け」ぶりによる過失なのである。

そして、だからこそ、何度上官に怪我を負わせようとも、その都度の「評価」では叱責されこ

そするものの、のらくろの人格そのものが道徳的＝「修身」的な価値規範に照らして問題にされ

ることはない。言い換えれば、のらくろに対して否定的な「評価」が行われる場合、それはあく

まで、のらくろの行為の結果に対するものであって、行為の意図や動機に対するものではなく、

逆に、のらくろが何か手柄を上げたりして、肯定的な評価が行われる場合には、行為の結果だけ

でなく、行為の意図や動機までひっくるめて、評価がなされる。その行為が失敗と成功のいずれ

に結びつくにせよ、行為の意図や動機の水準においては、ほとんど常に、道徳的に見て善なる存

在として、のらくろは描かれているのである。

これに対して、『講談社の絵本』の「悪行訓戒・懲罰強調」型作品においては、主人公たちの

失敗のほとんどは、それが道徳的に見てよくない行ないであることを、主人公たちがある程度意

識しながら、それでもついやってしまうことによってもたらされている。主人公たちは、庭から

出るなと言われているのに出てしまい、母親をだますのは善くないことだということくらい分

かっているはずなのにだましてしまい、そのことの報いとして、「バチ」があたる。

トンキチの母が、最初のコマで「オニハノソトヘデテハイケマセンヨ」と言っているように、

多くの作品は、物語の冒頭で、これから主人公がしようとしている行ないが、よくないものであ

ることを、他の登場人物たちの発話によって表明している。1 頁しかないような短い作品で、そ

れがよくないことであることが、読者と同程度の年齢の子供なら誰でも知っているはずだと想定

されるような場合には、その表明が行なわれないこともあるが、いずれにしても、主人公は、自
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分の行為が道徳的に見てよくない行ないであることを、はっきり知っていたか、うすうす気付い

ていたはずだと、読者に推定される状態で、場合によってはよくないと思いながら、場合によっ

てはよくないということをある瞬間から忘れてしまって、過ちを犯すのであり、そのことが読者

に明らかな状態で、物語は進行する。

多くの場合、それらは、なんらかの欲求と、道徳的な要請とのせめぎ合いの結果、欲求を満た

すことを選んでしまう自制心の弱さによる過ちであり、「悪いこと」それ自体への欲求によるも

のではない。トンキチは外で遊びたいがために、母親をだまして庭の外へ出てしまうのであって、

母親に逆らいたい、母親をだましたいがために、外へ出るのではない。

また、「悪いこと」それ自体への欲求による行為に対して「バチ」が当たる形の作品もあるの

だが、それらは、例えば「コザウノジマン」（うがひ・まもる、『漫画と絵話』昭和 12 年５月）

において、自分の鼻を自慢して、鼻で豚に水をかけて喜ぶ象のように、あくまで、「悪意」とい

うよりは、いわゆる「いたずらごころ」の域を出ないものと当時みなされていたと考えられる程

度の意図や動機に基づくものとして、描かれている。

だが、それでもやはり、「のらくろ」と比較した場合、これらの「悪行訓戒もの」における主

人公たちの過ちは、その行為の結果だけでなく、意図や動機にまでさかのぼって、「よくない」

という評価を下されるべきものなのである。

また、「のらくろ」の場合、過失とその結果は、軍隊生活という、読者としての子供が経験し

たことのない状況の中に置かれているのに対して、「悪行訓戒もの」の場合、主人公が犯す過ちは、

読者にとってもなじみのある日常生活の一局面の中に置かれていることが多い。主人公の年齢も、

擬人化された動物であっても学校に通っている様子の描写などによって、読者と同程度であるこ

とが分かるように描かれている。つまり、「悪行訓戒もの」の主人公は、その年齢や物語の中で

経験する出来事においては、読者に極めて近い存在として描かれている。

物語は、その主人公自身が過ちを犯し、「バチ」が当たる形になっている。これによって作品は、

読者に、自分自身もまた、そうした過ちを犯しうるのではないか、あるいは犯してきたのではな

いか、という反省を促したり、あるいは逆に、自分はそのような過ちを犯したことはないしこれ

からも犯すことはないという誇りを意識させたりする働きを、担いうるものになる。ある特定の

道徳的な事柄についての意識を、その作品を読むことによって覚醒させたり強化したり、読む前

と読んだ後ではわずかなりともその意識において読者が変化を経験するように、意図的に働きか

ける、という形で、これらの「悪行訓戒・懲罰強調」型作品は、「教育的」な機能を果たそうと

しているのである。

（２）「善行奨励・善行報奨」型
この類型は、「悪行訓戒・懲罰強調」型とほぼ正確に対をなすものと言える。すなわち、主人

公は、「悪行訓戒もの」の主人公とは逆に、自らの意志の力によって、何らかの忍耐を要求され

る困難を伴う善い行いをし、その善い行いの結果、後から、人から褒められるとか、何か喜ばし
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11『講談社の絵本』における〈徳育漫画〉の洗練過程

いものが手に入るとか、恩返しを受けるとかいった、何らかの褒賞・報奨を得る。さらに場合に

よっては最後に「〇〇をしてよかったね」といったセリフを置くなどして、教訓を明示する形が

取られる。「悪行訓戒もの」における「バチ」が主人公の予期せぬものであり、であるがゆえに

主人公に強い反省を促す契機として働くのに対して、「善行報奨もの」における褒賞・報奨もまた、

主人公の予期・期待するものではなく、期待せずに行っているからこそ、その善行は報奨に値す

るのである。

善行報奨ものの大半は、島田啓三の連載時代劇「キバツ三勇士」や、中島菊夫による、やはり

時代劇の読切作品などによって占められ、現実的な子供の日常生活を舞台にしたものは少ない。

何らかの忍耐を要求される困難を伴うものとしての善行を、しかし、読者をひきつけうるものと

して描こうとした場合、盗まれた宝物を探しに行ったり、危険を承知で悪人や仇と戦ったり、と

いった非日常的な状況を設定する以外の方法論が、12年までの段階では、まだ確立されていなかっ

たと考えられるのである。

大力のドンペイさん、知恵者の少年マメスケ、敏捷で愛らしいウサギのピョンコの三勇士が、

力を合わせて刀によらずに問題を解決する「キバツ三勇士」の一エピソード、「三ツノ善行〔ヨ

イオコナヒ〕」（『漫画と繪話』昭和 12 年５月）では、殿様から、自分の誕生日の祝いとして褒美

をやりたいので、この国で一番よいことをしたものを三人だけ連れて参れと命ぜられた三勇士が、

城下を探して回るのだが、途中、暴れ馬や、病気の母の薬が得られず困っている娘や、寺の小坊

主が落下した鐘の下に閉じ込められるという事故に遭遇するうち日が暮れてしまい、結局よいこ

とをした者を探し出すことができなかったと殿様にわびると、大力で暴れ馬を取り押さえたドン

ペイさんと、病気に効くウサギの耳の毛を剃って娘にやったピョンコと、得意の頓智で小坊主を

助け出したマメスケこそが、その三人であると褒美を与えられる。

同時代を舞台に読者に近い年齢の子供を主人公にした作品でも、例えば吉永哲男の読切「ペン

吉ノ大手柄」（『大笑漫画集』昭和 12 年１月）のように、ペンキ塗りの少年が偶然見つけた泥棒

を追跡し、泥棒が眠っている間にこっそり隠れ家の壁に警官の絵をたくさん描いて泥棒を驚かせ

るという計略で泥棒を捕らえ、警官に褒められるといった、非日常的な状況の中での英雄的な行

動として善行を描いていたり、井上一雄の読切「一寸ボーイ」（『滑稽頓智　漫画と笑話』昭和

12 年３月）のように、単に設定を現代に置き換えただけで、基本的には時代劇ものと同様の非

現実的な状況設定を行なっていたりするものが、特に 12 年の前半までは目立つ。

読者が自分の日常の経験に照らし合わせることのできる状況を設定した素朴な例としては、澤

井一三郎の読切「良イ子ハヰナイカ」（『滑稽頓智　漫画と笑話』昭和 12 年３月）などが挙げら

れる。この作品では、良い子に力を授けたいと思っている神様が、おじいさんになって電車に乗

り、親切に席を譲ってくれた男の子の頭を良くしてやり、道に落ちている紙くずになって、拾っ

て屑箱に捨てた女の子の手先を器用にする。泥棒を追跡し、捕らえるまでの善行の過程そのもの

をスリリングな見せ場として構成する「ペン吉ノ大手柄」と違い、「良イ子ハヰナイカ」は、お

じいさんに席を譲ったり、紙くずを屑箱に捨てるという善行の過程そのものには、見せ場として
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の力はなく、良い子を探すために神様がどういう工夫をするか、またその結果どのような報奨が

与えられるかという点が、かろうじて読者の興味をひきつける仕掛けとして機能していると言え

る。

12 年の後半になると、読者が自分の日常の経験に照らし合わせることのできる状況を設定し

つつ、漫画としての面白さを感じさせることに成功している例が現れてくる。例えば、芳賀まさ

を「ニクヤノ忠吉サン」（『漫画とお話大会』昭和 12 年７月、図８）は、肉屋に奉公している働

き者で心の優しい忠吉が、羽を痛めた小鳥と捨て犬を、主人の許しを得て飼い始め、いっそうが

んばって働き始めると、なついた小鳥が、御用先から急いで店の主人に注文を伝えるための伝書

鳩代わりになって働き、犬もまた、その注文品を急いで御用先に届けるお使いをする、というも

のである。動物の面倒をよく見る、よく働く、といったごく日常的な善行の結果、鳥や犬が仕事

の手伝いをしてくれるようになり、忠吉と動物たちの働きに対して主人が賞賛の言葉を与えると

いう、主人公の予期しない、しかし、もしかすると実際にありうるのではと読者が考える程度の

報奨が、得られる物語になっている。

10 
 

するものが、特に 12 年の前半までは目立つ。  
 読者が自分の日常の経験に照らし合わせることのできる状況を設定した素朴な例とし

ては、澤井一三郎の読切「良イ子ハヰナイカ」（『滑稽頓智 漫画と笑話』昭和 12 年 3
月）などが挙げられる。この作品では、良い子に力を授けたいと思っている神様が、お

じいさんになって電車に乗り、親切に席を譲ってくれた男の子の頭を良くしてやり、道

に落ちている紙くずになって、拾って屑箱に捨てた女の子の手先を器用にする。泥棒を

追跡し、捕らえるまでの善行の過程そのものをスリリングな見せ場として構成する「ペ

ン吉ノ大手柄」と違い、「良イ子ハヰナイカ」は、おじいさんに席を譲ったり、紙くずを

屑箱に捨てるという善行の過程そのものには、見せ場としての力はなく、良い子を探す

ために神様がどういう工夫をするか、またその結果どのような報奨が与えられるかとい

う点が、かろうじて読者の興味をひきつける仕掛けとして機能していると言える。  
 12 年の後半になると、読者が自分の日常の経験に照らし合わせることのできる状況を

設定しつつ、漫画としての面白さを感じさせることに成功している例が現れてくる。例

えば、芳賀まさを「ニクヤノ忠吉サン」（『漫画とお話大会』昭和 12 年 7 月、図 8）は、

肉屋に奉公している働き者で心の優しい忠吉が、羽を痛めた小鳥と捨て犬を、主人の許

しを得て飼い始め、いっそうがんばって働き始めると、なついた小鳥が、御用先から急

いで店の主人に注文を伝えるための伝書鳩代わりになって働き、犬もまた、その注文品

を急いで御用先に届けるお使いをする、というものである。動物の面倒をよく見る、よ

く働く、といったごく日常的な善行の結果、鳥や犬が仕事の手伝いをしてくれるように

なり、忠吉と動物たちの働きに対して主人が賞賛の言葉を与えるという、主人公の予期

しない、しかし、もしかすると実際にありうるのではと読者が考える程度の報奨が、得

られる物語になっている。  

 
 ここで重要なのは、地味ではあるが、小鳥が伝書鳩代わりになってくれたり、飼い犬

がお使いをしてくれたり、といった予期せぬ報奨としての出来事が、単に、最後にこう

いうご褒美が与えられましたという「結末」としてではなく、その出来事の「過程」自

体を見せ場とする形で物語の中核をなしているという点である。時代劇など非日常的な

状況設定での「善行報奨もの」では、人を化かす狸の居場所を突き止めこれを懲らしめ

ここで重要なのは、地味ではあるが、小鳥が伝書鳩代わりになってくれたり、飼い犬がお使い

をしてくれたり、といった予期せぬ報奨としての出来事が、単に、最後にこういうご褒美が与え

られましたという「結末」としてではなく、その出来事の「過程」自体を見せ場とする形で物語

の中核をなしているという点である。時代劇など非日常的な状況設定での「善行報奨もの」では、

人を化かす狸の居場所を突き止めこれを懲らしめるとか、泥棒を追跡して捕まえるといった、善

行そのものの過程が、見せ場として物語の中核をなしているのに対して、ここでは、「悪行訓戒

図 8　芳賀まさを「ニクヤノ忠吉サン」（『漫画とお話大会』昭和 12年 7月）
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もの」において、悪行に対する訓戒としての「バチ」が、それ自体、見せ場となりうる出来事の

連鎖として、物語の大半を占めているのとちょうど対称的な構造が、確立されているのである。

次に、もう一つ、より洗練された「善行奨励・善行報奨」型の例を見ておく。井上一雄「不思

議ナ下駄」（『漫画と智恵くらべ』昭和 12 年９月、図９）である。この作品は、主人公の少年が、

今日は暇だから下駄箱の靴を全部磨いておこうと言いながら、靴を磨いているコマから始まる。

最後に残った靴箱を開けると、空中を歩くことができると記した紙とともに、一本刃の下駄が入っ

ている。外へ出て履いてみると本当に空中を歩くことができ、喜んだ少年は、そのまま空中散歩

に出かける。途中、女の子がうっかり手を離してしまった風船を取り戻したりしながら、物語の

後半では、鷲にさらわれた豚を、鶴に変装してわざと鷲に捕まり巣を突き止め、豚を助け出すま

でが描かれる。

11 
 

るとか、泥棒を追跡して捕まえるといった、善行そのものの過程が、見せ場として物語

の中核をなしているのに対して、ここでは、「悪行訓戒もの」において、悪行に対する訓

戒としての「バチ」が、それ自体、見せ場となりうる出来事の連鎖として、物語の大半

を占めているのとちょうど対称的な構造が、確立されているのである。  
 次に、もう一つ、より洗練された「善行奨励・善行報奨」型の例を見ておく。井上一

雄「不思議ナ下駄」（『漫画と智恵くらべ』昭和 12 年 9 月、図 9）である。この作品は、

主人公の少年が、今日は暇だから下駄箱の靴を全部磨いておこうと言いながら、靴を磨

いているコマから始まる。最後に残った靴箱を開けると、空中を歩くことができると記

した紙とともに、一本刃の下駄が入っている。外へ出て履いてみると本当に空中を歩く

ことができ、喜んだ少年は、そのまま空中散歩に出かける。途中、女の子がうっかり手

を離してしまった風船を取り戻したりしながら、物語の後半では、鷲にさらわれた豚を、

鶴に変装してわざと鷲に捕まり巣を突き止め、豚を助け出すまでが描かれる。  

 
 この作品では、冒頭で、「ヒマダカラ」という理由で遊びにも行かず、家中の靴を磨く

というごく日常的な善行が示され、それに対する予期せぬ報奨として不思議な下駄が与

えられ、それによる空中散歩という非日常的・非現実的な報奨が、物語の大半を占める。

しかし、その空中散歩の過程でもまた、風船を飛ばしてしまった女の子を助けたり、さ

らわれた豚を助けたりという善行がなされる。つまり、一つの善行に対する報奨がさら

に次の善行に役立てられるという複層的な構造を作ることで、物語への興味を持続させ

る工夫がなされているのである。また、「悪行訓戒もの」における「バチ」が非現実的な

出来事の連鎖として描かれるのと同様に、この作品では最初の善行そのものはごく日常

的なものでありながら、それに対する報奨の過程は非現実的なものになっている。こう

して、同時代の日常生活を舞台にした「善行奨励・善行報奨」型の定型が、出来上がっ

てくるのだが、その作例は「悪行訓戒・懲罰強調」型ほど多くはなく、昭和 12 年の後

半から 13 年の前半にかけて、各巻 1、2 点ずつ程度である。  
 
（３）「悪行善行複合・報奨訓戒強調」型  
 次に、「悪行訓戒・懲罰強調」型と「善行奨励・善行報奨」型の複合型について見てお

この作品では、冒頭で、「ヒマダカラ」という理由で遊びにも行かず、家中の靴を磨くという

ごく日常的な善行が示され、それに対する予期せぬ報奨として不思議な下駄が与えられ、それに

よる空中散歩という非日常的・非現実的な報奨が、物語の大半を占める。しかし、その空中散歩

の過程でもまた、風船を飛ばしてしまった女の子を助けたり、さらわれた豚を助けたりという善

行がなされる。つまり、一つの善行に対する報奨がさらに次の善行に役立てられるという複層的

な構造を作ることで、物語への興味を持続させる工夫がなされているのである。また、「悪行訓

戒もの」における「バチ」が非現実的な出来事の連鎖として描かれるのと同様に、この作品では

最初の善行そのものはごく日常的なものでありながら、それに対する報奨の過程は非現実的なも

のになっている。こうして、同時代の日常生活を舞台にした「善行奨励・善行報奨」型の定型が、

図 9　井上一雄「不思議ナ下駄」（『漫画と智恵くらべ』昭和 12年 9月）
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出来上がってくるのだが、その作例は「悪行訓戒・懲罰強調」型ほど多くはなく、昭和 12 年の

後半から 13 年の前半にかけて、各巻１、２点ずつ程度である。

（３）「悪行善行複合・報奨訓戒強調」型
次に、「悪行訓戒・懲罰強調」型と「善行奨励・善行報奨」型の複合型について見ておく。こ

れには、単純に、ある子供の悪行が訓戒され、別の子供の善行が報奨されるという対比が示され

るものと、同じ子供が悪いことも善いこともする中で、最終的には善行奨励、または悪行訓戒の

どちらかに比重がある形で落ち着く複層的なものがある。いずれも、懲罰に当たる出来事や報奨

に当たる出来事はかなりはっきりと示される。

単純な対比型の例は、この『講談社の絵本』の漫画の巻の最初に当たる『漫画傑作集』（昭和

11 年 12 月）の巻頭作品「アナタハドレデスカ？」（無記名）と、その次の作品「サンタクロス

ノオヂイサンノゴホウビ」（竹紫路雨案、河目悌二画）として登場している。いつも笑っていて、

仲間にも大人にも好かれ成績も良い子と、いつも怒っている子やいつも泣いている子を対比する

「アナタハドレデスカ？」は、物語漫画というより標語の絵解きに近いものであるが、「サンタク

ロスノオヂイサンノゴハウビ」の方は、一応物語漫画としての体裁を整えている。

プレゼントで子供たちを喜ばせようと家々を回り始めるサンタクロースは、しかし、お菓子を

食べながら寝てしまっている子供には、おもちゃではなく歯ブラシを、駄々をこねて泣き寝入り

して「キタナイオカホ」をして寝ている子には石鹸を、散らかしっぱなしで寝ている子にはホウ

キとハタキを与え、最後に見つけた、部屋もきれいに片付けきれいな顔で寝ている「ヨイ子」に

は「ゴホウビヲミンナ」置いていくのである。

この二作は、あたかもこの『講談社の絵本』における漫画の基本的な方針、すなわち悪行を訓

戒し、善行を奨励する徳育漫画を多数掲載する、という方針を宣言するかのように掲載されてお

り、以後も数巻に一点程度の割合で、こうした単純な複合型の作品が掲載されている。

一方、複層型の作例として、新関けんの介の読切「アヒルノコドモ」（『漫画と物知り』昭和

12 年６月、図 10）が挙げられる。

主人公はアヒルの兄と妹で、そろそろ夕方だから帰ろうと言う妹に対して、兄がまだ早いから

もっと遊んでいこうと言う会話の場面から始まる。この出だしは、悪行訓戒ものの典型なのだが、

次のコマで木の上からミミズクの子供が落ちてくることで、流れが変わる。昼は目が見えないミ

ミズクの子供を、兄妹は親切に家まで送り届ける。礼を言うミミズクの親子に別れを告げた兄妹

は、その後大きな猫に遭遇し、追いかけられる。あわてて逃げ込んだ塀の中で植木鉢の下に隠れ

たまま、猫の気配がなくなるまでじっとしていると、すっかり夜になってしまい、二人は迷子に

なってしまう。そこへさっき助けたミミズクの父親が夜回りに通りかかり、今度は二人が自分の

家に送り届けてもらうのである。
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 ここでは、主人公は、単に自分の欲求と自分が従うべき規範との間で自分の欲求のほ

うに流される自制心の弱い存在であるだけでなく、困っているものを見かけたら親切に

助けてやることのできる善意の持ち主でもあるという、二面性が付与されている。単な

る「良い子」としてではなく、一人の子供の中に、弱い側面と強い側面、良い側面と良

くない側面があるという、実際の子供＝読者に近い、リアルな存在として描かれている

のである。  
 また、物語の中には、妹の言う通りもっと早く帰っていれば、猫に出会って命の危険

にさらされることもなければ、猫の気配がなくなるまで隠れているだけで夜になってし

まうこともなかったはずだという、悪行訓戒・懲罰強調型ものとしての構造と、困って

いる者を親切に助けたことで、自分たちもまた後で助けを得て命が助かるという、善行

奨励・善行報奨型としての構造が組み合わされている。  
 この『講談社の絵本』で多数の「悪行訓戒・懲罰強調」型作品を読んでいる読者は、

冒頭の一コマを見るなり、この兄妹に何か大変な災難が「バチ」として降り注ぐのでは

ないかと予想しながらこの作品を読み始めることになる。２コマ目で木の上から何かが

落下して兄の頭を直撃することで、さらにその予想は強化されるのだが、そこから予想

に反して兄妹の善行が始まる。こうして宙吊りにされた読者の予想は、ミミズクの子を

家に送り届けた後、猫が現れ兄妹を追いかけるという災厄が起こることで、着地点を得

るのだが、今度は逆に、あんなに良いことをした親切な兄妹がこのまま自らの自制心の

弱さを反省させられて終わりになるのだろうかという疑問が、読者をひきつける興味と

して喚起され、ミミズクのおじさんに助けられる結末によって、読者を安心させる形で

解消される。  
 早く帰っていれば困っているミミズクに会うこともなかったかも知れず、ミミズクを

助けなければ、猫には会わずにすんだかも知れないこと、アヒルの兄妹が無事に家に送

り届けてもらって物語が結ばれることを考え合わせれば、善行奨励としての側面に高い

比重がかけられていることは、明らかである。したがって、先にも述べたようにこの作

品は、悪行訓戒の要素を取り入れることで、巧みに読者の興味を持続させることに成功

している、「善行報奨もの」の一例と見ることもできるのである。  
 また、この作品では読者をひきつける工夫として、物語の組み立てだけでなく、画面

ここでは、主人公は、単に自分の欲求と自分が従うべき規範との間で自分の欲求のほうに流さ

れる自制心の弱い存在であるだけでなく、困っているものを見かけたら親切に助けてやることの

できる善意の持ち主でもあるという、二面性が付与されている。単なる「良い子」としてではな

く、一人の子供の中に、弱い側面と強い側面、良い側面と良くない側面があるという、実際の子

供＝読者に近い、リアルな存在として描かれているのである。

また、物語の中には、妹の言う通りもっと早く帰っていれば、猫に出会って命の危険にさらさ

れることもなければ、猫の気配がなくなるまで隠れているだけで夜になってしまうこともなかっ

たはずだという、悪行訓戒・懲罰強調型ものとしての構造と、困っている者を親切に助けたこと

で、自分たちもまた後で助けを得て命が助かるという、善行奨励・善行報奨型としての構造が組

み合わされている。

この『講談社の絵本』で多数の「悪行訓戒・懲罰強調」型作品を読んでいる読者は、冒頭の一

コマを見るなり、この兄妹に何か大変な災難が「バチ」として降り注ぐのではないかと予想しな

がらこの作品を読み始めることになる。２コマ目で木の上から何かが落下して兄の頭を直撃する

ことで、さらにその予想は強化されるのだが、そこから予想に反して兄妹の善行が始まる。こう

して宙吊りにされた読者の予想は、ミミズクの子を家に送り届けた後、猫が現れ兄妹を追いかけ

るという災厄が起こることで、着地点を得るのだが、今度は逆に、あんなに良いことをした親切

な兄妹がこのまま自らの自制心の弱さを反省させられて終わりになるのだろうかという疑問が、

読者をひきつける興味として喚起され、ミミズクのおじさんに助けられる結末によって、読者を

安心させる形で解消される。

図 10　新関けんの介「アヒルノコドモ」（『漫画と物知り』昭和 12年 6月）
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